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 糸魚川総合病院 脳神経外科 (新潟県糸魚川市)、富永病院 頭痛センター (大阪府大阪

市)、埼玉精神神経センター (埼玉県さいたま市)の共同研究チームは、頭痛問診票で得られる

17項目の情報のみから、片頭痛、緊張型頭痛、三叉神経・自律神経性頭痛、その他の一次性

頭痛、脳血管障害などの二次性頭痛、の 5種類の頭痛を、正解率 76%、感度 56%、特異度

92%で診断できる人工知能（AI）を開発しました。特に専門医の治療が必要な片頭痛の診断精

度は 91%、三叉神経・自律神経性頭痛の診断精度は 84%でした。この AIを用いることで非頭

痛専門医の頭痛診断精度は 46%から 83%まで向上しました。 

 本研究は国際頭痛学会の公式医学雑誌「Cephalalgia」に掲載されることが 2023年 1月 28日

に決定しました。 

 

 【背景】 

日本における片頭痛の年間有病率は 8.4%で、20-40歳代の若年女

性に多いと言われています。片頭痛を含め頭痛の大半は命に関わること

はなく軽視されがちですが、片頭痛による欠勤や休業、学業や労働のパ

フォーマンス低下などによる間接的経済損失は 1人あたり 176万円/年

と言われています。片頭痛を含め頭痛の多くは、①痛いときに飲む「痛

み止め」の適切な選択と使用 ②痛くなって困らないように頭痛の重症度

や頻度を改善する「予防薬」の使用 の 2本柱の治療により、生活への

支障を最小限にコントロールすることができます。そのため、月に 2回以

上頭痛があるなど、頭痛によって普段の生活に支障をきたしている場合は医療機関で適切な診

断・治療を受けることが、患者さん自身の生活の質の向上および日本の経済発展のために重要

です。 

特に生活に支障を及ぼす片頭痛は、2021年に登場した CGRP関連製剤を含む予防治療で

大部分のコントロールが可能です。片頭痛でお困りの患者さんを正確に片頭痛と診断し、頭痛

専門医や脳神経内科・外科医などによる専門的治療介入を行うことが求められています。また緊

張型頭痛や三叉神経・自律神経性頭痛は片頭痛と治療方法が異なるため、誤った頭痛の診断

は治療の遅れや増悪に繋がります。しかし、約 1000万人以上いると推測される片頭痛患者さん

人工知能（AI）を用いた頭痛診断モデルを開発 

―問診票を記載するだけで91%の精度で片頭痛を診断― 



に対し、頭痛専門医はわずか 949名しかおらず、片頭痛患者さんの多くは非頭痛専門医によっ

て診断・治療されています。頭痛の診断を正確に行うためには長時間の問診が必要なため医師

の負担が大きく、患者さんの多くは医療機関の受診を躊躇し、正しい頭痛の診断がされないまま

痛み止めだけを使用している現状があります。頭痛に対する正しい治療を行わず痛み止めを使

いすぎると、慢性片頭痛や痛み止めの使いすぎによる頭痛（薬剤の使用過多による頭痛、薬物

乱用頭痛）を発症し、難治性になります。 

 頭痛診療に携わる医師の負担を軽減し、正しい頭痛の診断をサポートするために、問診票

を入力するだけで頭痛診断をする AIの開発を行いました。 

 

【方法と結果】 

富永病院頭痛センターの 4000名の匿名化された問診データおよび頭痛専門医による 5種

類の診断名(片頭痛、緊張型頭痛、三叉神経・自律神経性頭痛、その他の一次性頭痛、脳血管

障害などの二次性頭痛)のうち、2800名のデータを AIに学習させ、問診票の 17項目を入力す

ることで 5種類の診断のそれぞれの確率を提示する AIを開発しました。1200名のデータで精

度を検証したところ、正解率 76%、感度 56%、特異度 92%でした。 

この AIの有効性を検証するために、非頭痛専門医 5名に、50名の頭痛患者さんを問診票に

もとづき診断をしてもらいました。頭痛専門医による診断名を正解とし、非頭痛専門医の診断精

度を検証しました。AIなしでの頭痛診断精度は 46%でしたが、AIを用いることで 83%に向上し

ました。非専門医間での診断一致率も改善しました。とくに専門的治療が必要な片頭痛と三叉神

経・自律神経性頭痛の AIによる診断精度は 100%でした。 

 

【今後の展望】 

●頭痛患者さんへの希望 

今回開発した AIは問診票 17項目だけで 5種類の頭痛診断を行うことができ、放射線学的

検査や血液検査などを必要としません。オンライン診療やスマートフォンアプリなどに組み込むこ

とで、より広く利用していただき、誤った診断や自己判断などで正しい頭痛の診断が得られてい

ない患者さんが、正しい頭痛の診断を得られるきっかけとなる可能性があります。 

●頭痛診療医の負担の軽減 

頭痛患者さんの問診にかかる時間を削減し、頭痛専門医・非頭

痛専門医にかかわらず負担を軽減できる可能性があります。また

専門医の治療が必要な片頭痛や三叉神経・自律神経性頭痛の患

者さんを見落とすことを防ぎ、プライマリーケア医と専門的頭痛治

療センターとの連携促進につながる可能があります。 

●実地検証 

今後、複数の医療機関や企業などにおいて、今回開発した AI

の有用性をさらに検討していく予定です。 
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